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背景

リアルタイムでの会話の可視化

実証

今後の展望

単にポジティブ発
言をプラス、ネガ
ティプ発言をマイナ
スに評価している
点の改善
これでは肯定だけしてる人
ばかり良い評価を受け、自
身の課題に気付けない点が
ある。この場合、本来議論
において必要である否定の
観点から議論する人が淘汰
されてしまう可能性がある。
これではディスカッションの
質を上げる、という本来の目
的を達成できない。

音声認識によって
会話をテキスト化

音声認識の区切りの部分で会話
回数、会話時間を時刻から算出

会話テキスト・会話回数・会話時間
・ネガポジの数値データをＪＳＯＮ
ファイル形式に変換

保存された JSONファイルを
サーバーを通して MQTT通信
で参加者全員に共有

高崎高校内で構築した
サーバーを用いて送信！

ここにPCの写
真

会話内容とグラフ化した会話時
刻・総発話時間のデータ（図１）、
最新の論文 [8]に基づいた会話
状況を示すネットワーク図を vis.js
を用いて表示
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線の太さ　　　発話回数

線の色　　感情分析のデータ

線の方向　　　発言の対象
　（図２参照）

(図1)アプリの画面

1.現代におけるディスカッションの重要性
近年、多くのの企業や教育機関が コミュニケーション を重視し
ており、ディスカッション等 も多く行われている。 [1][2][3]
しかし変革の必要があり、集団の意思決定方法やプロセスの
質を評価することによって欠点を緩和できる可能性があるとさ
れている。 [4] 

2.現状のディスカッションの問題点

発話時間や時刻、会話ネットワークの効果的な可視化や画面の共有なども効果的であることが
わかった。 [6][7][8][9][10][11][12] これにより、議論の可否を握るとされるファシリテーターが参加
者とともに可視化された情報をもとに円滑に進め、よりよいディスカッションを形作る事ができる。
[13]

昨今重要とされるディスカッションで、

自身の議論の問題点を 自覚していない人 が、

議論をしながら改善できるアプリを 実際に開発した 。

先行開発では発言回数のみの可視化であり会話テキストをもとにし

た感情分析などを行うものや評価を客観的に行うものはなかった。

アプリは、会話から「 可視化されたデータ 」の

「同時共有」を行うことができる。

また、データから 「独自に定義した評価モデル 」をもとに

「AIによる客観的評価 」を得ることもできる。

これによって、議論への姿勢を 客観的に分析 し、

自他ともに課題点に気づき共有することができ、

質の高いディスカッションへの変革につながる。

概要

表1　企業が実施している選考方法  [2]

(複数回答可) 

Ⅰ 参加者による議論の仕方の改善

図１ この先の時代に必要だと感じる技能  [1]

① ディスカッション参加者全員
がPC・スマートフォンを用い
てアプリを開く

②

③

を用いて

感情分析を行い
会話のネガポジを
-1〜1で数値化する

④

Ⅱ ディスカッション評価方法の改善

⑤

これにより各ユーザーが
会話状況を確認でき
リアルタイムに会話を
客観視できる！！

⑥

ディスカッションの評価は、従来ののような主観的な形式ではなく、全体を俯瞰し、非言語的なや
り取りも含める必要性があるとされている。 [14][15] 特に非言語的なやり取りは、現在、様々な場
面において非認知能力の発現が大切な能力とされている。 [16]

AIによる評価

(図2)対話システム

会話の中で収集した

JSONファイル
でダウンロード

  ChatGPT JSON modeで
・議論への寄与
・自分と向き合う力
・自分を高める力
・他者とつながる力
の項目で評価・点数化
レーダーチャートで表示
評価の理由も表示

論文によって定義された

(図3)評価アプリの画面

自身の会話の
課題点や非認
知能力を発見し
ディスカッション
能力の向上を促
進することを可
能に！！

企業では

応用例

自然言語の機械学習モデル

ディスカッションで
収集した

JSONファイル

JSONファイルでの保存によって
自然言語の 機械学習を簡単 に

JSON modeの使用によって
デフォルトの Chat GTPには難し
い定量的な評価 を可能に！

会話ネットワークや評価が妥当であるかを検証するために
・A（意見に対して否定のみをする人）
・B（意見に対して賛同する人）
・C（意見を述べる人）
に役割を分けディスカッションを行った。その結果
会話ネットワークでは主にCに対して否定的発言を
しているとわかり、評価に関しても他者とつながる
力が弱く、攻撃的な発言をしているとあり
妥当であると言える。（B,Cについては動画にて）

（図2）発言の方向の仕組み

(図1)アプリの画面

企業でも

ディスカッションの評価が
主観的で正確な評価と改
善が難しい

さらに


